
63

予防精神医学 Vol.6（1）2021

わが国の地域メンタルヘルスケアが未だ欧米から大きく後れをとっていることは、残念ながら事実
として認めざるを得ない。精神病床数や平均在院日数のみをクローズアップして精神医療の質を語る
のは単純にすぎようが、地域精神保健医療福祉体制が脆弱であることは、ケースマネジメントやアウ
トリーチ、地域における居住型ケアといった、欧米諸国における標準的なケアが未だ十分に提供され
ていないことからも明らかである。ごく最近になって、国は「精神障害にも対応した地域包括ケアシ
ステム」という政策理念を打ち出し、長期入院者の地域移行や入院を起点とした地域ケア体制整備の
みならず、すべての住民に対するメンタルヘルスケアや精神疾患を含むメンタルヘルス不調の早期発
見・早期介入を政策として位置づけた。とはいえ、本格的な取り組みはようやく緒についたばかりで
ある。

著者は社会精神医学の第一人者であり、「精神障害にも対応した地域包括ケア」という概念が生まれ
る20年以上も前から包括的地域ケアモデル、早期発見・早期介入の重要性を説き続けてきた。時代が
ようやく著者に追いついてきたという感がある。そうであるから、本書のベースとなっている著者の
論文は2000年台初頭のものも多数あるにもかかわらず、まったく古さを感じさせない。むしろ地域包
括ケアが真に求められている今だからこそ、よりその真価がわかるともいえる。

本書は、著者とOTP（Optimal Treatment Project）の創始者である故イアン・ファルーン教授との
運命的な出会いの述懐から始まる。OTPとは、地域中心型の包括的治療・支援アプローチであり、精
神疾患の各時点各状況において最も適切な治療を提供することを目指す。ファルーン教授との出会い
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の場が、著者の留学先のイタリアであったことは象徴的である。理念が先行する形で始まったイタリ
アの精神医療改革には、エビデンスに基づく方法論が欠けていた。ファルーン教授はそこに一石を投
じ、optimal treatment−最適な治療−のためには、理念とエビデンスの両輪が必要であることを示し
た。OTPの基本骨格を形作るサービスモデルと治療プログラムは、今日においても全くその意義を失
っていない。

留学先から帰国した著者は、さまざまな制度的制約がある中で、わが国でのOTPの実践を試みる。
みなとねっと21、ささがわプロジェクト、イルボスコ、これらの社会実装の取り組みは、わが国におけ
る科学的エビデンスに裏打ちされた精神科地域ケアの嚆矢となった。本書では、これらの取り組みの
背景と経緯、その成果と課題が詳細に記されるとともに、欧米における地域ケアのピットフォール
と、後塵を拝したわが国だからこそ目指すべき地域ケアのありようについても言及されている。

エビデンスに基づく実践を重視し、ニューロサイエンスの進歩に期待をよせつつも、筆者は、地域精
神科サービスの本質は、あくまでも当事者とそのもっとも身近な援助者中心であると述べている。も
っとも脆弱で自己主張をすることのない人々のautonomyをいかにして尊重するのか。精神医療福祉
に従事する者は、様々な背景事情を持つ人々のケアにおいて、明確な答えのないこの問いに挑み続け
なければならず、必然的に高い倫理性が求められることになる。本書においては、これまで精神医学
界ではあまり注目されてこなかった精神科臨床倫理の重要性も強調されている。

これからのわが国の心のケアはどうあるべきか、精神医療福祉に従事する者として、私たちは何を
すればよいのか、誰しも迷いが生じることはある。本書は、特にそのようなときに一読をお勧めした
い一冊である。
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